
4241 統合報告書 ディスクロージャー誌 2023みずほフィナンシャルグループ

トップメッセージ・特集 〈みずほ〉の価値創造プロセス 価値創造のための事業戦略 価値創造を支えるガバナンス データセクション

パーパス 〈みずほ〉が描く世界観（ありたき世界）

人的資本
●専門性と自律性のある人材
●グループ横断的な人事の枠組み

経営戦略と事業活動 OUTPUT OUTCOMEINPUT

●金融・非金融サービスと知見
●グループ一体での機能提供

知的資本

●個人・法人のお客さまとのつながり
●内外拠点と社内外のネットワーク
●ブランド、市場プレゼンス

社会・関係資本

個人の幸福な生活とそれを支えるサステナブルな社会・経済

ともに挑む。ともに実る。

不透明な世界情勢 少子化人口減少

デジタル技術の進展SDGsへの取り組み拡大 コロナ禍を通じた変化

人生100年時代

〈みずほ〉のDNA
グループ一体の強み

マテリアリティ

●安定した財務基盤
財務資本

⇒P.43　価値創造のための資本 ⇒P.75　カンパニー・ユニット別事業戦略 ⇒P.47　財務ハイライト／非財務ハイライト

⇒P.45　マテリアリティ

●〈みずほ〉の環境方針に基づいた
　環境・資源の利用

自然資本

●少子高齢化と健康・長寿　●産業発展とイノベーション
●健全な経済成長　●環境・社会　●人材　●ガバナンス

個人ビジネス
●NISA口座・iDeCo口座の増加
●運用預かり資産・投信運用残高の増加
●デジタル利用率の向上

サステナブルビジネス
●サステナブルファイナンス100兆円
 （2019~2030年度累計）
●トランジションに向けた様々な仕組みの構築

グローバルビジネス
●米国資本市場におけるプレゼンスの向上
●世界と日本の懸け橋としてのつなぎ合わせ

法人ビジネス
●事業成長・企業価値向上支援等による
　お客さまの成長
●国内資本市場の活性化・裾野拡大

人材・組織、ガバナンス
●企業理念に基づく行動の発揮
●人材力の強化と、多様な人材が活躍する組織の実現
●安定的な業務遂行とガバナンスの強化

●家計金融資産の拡大
●インクルーシブな社会への進展
●日本の国際競争力強化
●世界のネットゼロへの進展

中期経営計画目標
（財務目標）価値創造のための基盤
●連結ROE 8％超
●連結業務純益 1~1.1兆円
（非財務目標）社員とともに成長
●エンゲージメントスコア 65%
●インクルージョンスコア 65%

持続可能性の向上
環境・気候変動関連目標
●Scope1,2 2030年度カーボンニュートラル
●Scope3 2050年ネットゼロ
人的資本関連目標
●女性管理職比率30%(2030年代早期)

社会課題の解決・持続的成長に向けた重点分野

カンパニー制

●専門性の発揮と磨きこみ
●グループ一体での機能発揮

●様々な挑戦をつなぎ、新たな解を創造
●社外とのオープンな連携・協働

領域横断の取り組み

「資産所得倍増」に向けた挑戦 顧客利便性の徹底追求

日本企業の競争力強化 グローバルCIBビジネス

サステナビリティ＆イノベーション

成長を支える経営基盤
企業風土の変革 人的資本の強化

DX推進力の強化 IT改革の推進

安定的な業務運営

外部環境

『ともに挑む。ともに実る。』を掲げる〈みずほ〉は、
社会価値の創出と企業価値の向上を一体に考えます。
お客さまや社会とともに挑戦し、
正の社会的インパクトを創出するとともに、
〈みずほ〉も成長し、その成長をさらなる価値の創造につなげ、
社会価値の創出と企業価値の向上の好循環をめざします。

〈豊かな実り〉
社会的インパクトの創出

社会価値の創出

企業価値の向上

株主・投資家への貢献
●企業価値向上(将来的なPBR1倍超への道筋)
●累進的な配当(配当性向40％を目安)と

機動的な自己株式取得

⇒P.13　特集 成長戦略と中期経営計画

価値創造プロセス
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